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これまでの状態 温室効果ガス濃度が上昇すると･･･

●地球温暖化の仕組み

●気温上昇の予測

　大気中にある二酸化炭素などの「温室効果ガス」は、宇宙に逃げていく熱（赤

外線）を吸収し再放射する性質を持っており、地球の服のような役割を果たし

ています。近年、化石燃料の大量消費が主な原因でこの温室効果ガスの濃度が

上昇し、地表付近の気温が上昇しています。これが地球温暖化です。
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地球規模の
機器観測観測、北半球、代替データ

　地球の平均気温は、2100年まで

に1.4～5.8℃上昇すると予測されて

います。

　左のグラフは、過去1000年間の

気温（北半球）と、今後100年間の

気温の予測を合わせたものです。

今後急激に気温が上昇することが

わかります。

地球温暖化問題とは地球温暖化問題とは地球温暖化問題とは地球温暖化問題とは
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●地球温暖化の影響

◆生態系が大きな被害を受ける

　気温上昇があまりに急激であるため、生態系はその変化についていけ

ず大きなダメージを受けると予測されています。

◆異常気象による被害が大きくなる

　温暖化が進むと気候が極端化すると言われています。洪水や干ばつな

どの自然災害が多発し、その被害が大きくなると予測されます。

◆海面が上昇する

　氷河や南極の氷が溶けるため、また海水自体が暖められて膨張するため、

海面が上昇します。2100年までに最大で88cm上昇すると言われています。

◆食糧生産量が減少する

　気温上昇や干ばつ等の影響で、食糧生産量が減少すると予測されてい

ます。

◆健康にも被害が及ぶ

　熱中症が増加したり、あるいはマラリア等の流行域が拡大したりする

など、健康にも影響が及ぶと言われています。

●温暖化はすでに進んでいる（溶けゆくヒマラヤの氷河）

1978年 1998年
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二酸化炭素部門別排出量（2001年）
（環境省資料より作成）

　左のグラフは日本国内の二酸化炭素排出量の部門別内訳を、右のグラフは部

門別の推移を示したものです。

　最も大きな割合を占めているのは産業部門です。1990年以降の伸び率でみる

と、運輸部門では22.8％増、業務その他（オフィスビル・店舗など）で30.9％増、

家庭が19.4％増と大きく増加しています。

　経済が停滞しているにも関わ

らず、日本の二酸化炭素排出量

は増加しています。1997年と

1998年には不況の影響でいった

ん減少しましたが、全体として

増加傾向が続いており、1990

年以降2000年までに約１割増

加しています。
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●増加する日本の二酸化炭素排出量

●大きな割合を占める産業部門、のびる運輸・業務その他・家庭部門
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（家計調査年報より作成）
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●家庭からの排出量増加の原因

　家電製品など、エネルギーを消費す

る機器の保有台数が増加していることが、

家庭からの二酸化炭素排出量増加の大

きな原因となっています。また、一つ

ひとつの機器が大型化・多機能化して

いることも原因です。

●用途別排出割合

　家庭の用途別の排出割合を見ると、

自家用車、照明・動力（冷蔵庫やテレビ、

照明など）、暖房、給湯などが大きな

割合を占めています。
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家庭での二酸化炭素排出用途別内訳（2000年）
（環境省資料より作成）

●実践してますか？エコライフ！

◆リターナブル容器や詰め替えの商品を選ぶ

◆主電源を切る、コンセントを抜くなどして待機電力をカットする

◆野菜や果物はハウス栽培でない旬のものを選んで買う

◆家電製品は省エネ性能を考慮に入れて選ぶ

◆暖房や冷房の設定温度は控えめにする

◆外出時はできるだけ公共交通機関を使う
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●重要な事業活動での取組

　製造業・建設業・農林水産業等の産業部門、

事務所・百貨店・病院等の業務その他部門、

トラック・バス・鉄道等を含む運輸部門等

からの二酸化炭素排出量は非常に大きな割

合を占めます。事業活動での温暖化対策を

着実に実行していくことが求められています。

京都府内の実践例紹介

◆KES・環境マネジメントシステム・スタンダード◆

●KES・環境マネジメントシステム・スタンダードとは：主に中小企業

を対象とした、取り組みやすく低コストな環境マネジメントシステム。

●概要：

・「京のアジェンダ21フォーラム」の「企業活動ワーキンググループ」

において、ISO14001の本質的な特徴を活かしつつ内容をシンプルにし、

かつ用語を平易に整理する形で構築された。

・「ステップ1」（初級）と「ステップ２」（上級）が設けられており、

取組スタート時点におけるレベルに応じて取得することができる。ま

た、「学校版KES」も設けられている。

・第三者審査・登録制度であるが、ボランティアの審査員・コンサルタ

ントで運用するため、低コストで取得可能。

・京都府外の企業等の取得が全体の約40％を占めるなど、他の地域・団

体にも裾野が拡がっている。

問合せは
こちら

京のアジェンダ21フォーラム KES認証事業部    TEL/ FAX：075-323-6686
URL：http://web.kyoto-inet.or.jp/org//kesma21f/index.htm
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太鼓山（京都府伊根町）の風力発電

●温暖化防止に不可欠な自然エネルギーの普及

　温暖化防止のためには、太陽光・太

陽熱・風力・バイオマス※など、化石

燃料を使用しない「自然エネルギー」

の利用を拡大することが不可欠です。

自然エネルギーは地域に分散して存在

しており小規模の設備でも利用できる

ため、地域レベルでの取組に適してい

ます。

※生物由来の資源のこと

京都府内の実践例紹介

◆市民共同の「おひさま発電所」づくり◆

問合せは
こちら

きょうとグリーンファンド
TEL/FAX：075-241-0550  URL：http://www.h3.dion.ne.jp/̃kyoto-gf/

　「きょうとグリーンファンド」

が中心となって進めている取組です。

省エネによって浮いた光熱費分程

度の寄付を集め、保育園など、公

共性の高い施設の屋根に太陽光発

電パネルを設置します。すでに京

都市内、城陽市内などで「おひさ

ま発電所」ができています。この

運動は長岡京市などにも拡がりつ

つあります。

記念に絵や名前を
かいたパネルの設
置の様子
（清仁保育園（城陽市））

発電量の表示盤
（清心保育園（城陽市））

＜対策＞自然エネルギー普及＜対策＞自然エネルギー普及＜対策＞自然エネルギー普及＜対策＞自然エネルギー普及
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●公共交通機関の利用を

　右のグラフは、輸送機関別の二酸化

炭素排出量を比較したものです。自家

用車に比べバスや鉄道は排出量が少な

くてすむことがわかります。公共の交

通機関を利用することが温暖化防止に

つながります。

　また、車を購入する場合には、でき

るだけ燃費の良い車種を選びましょう。

同じように使用しても、大きな排出削

減になります。

京都府内の実践例紹介

◆市民主体の醍醐コミュニティバス◆

　京都市醍醐地域では、地域住民らが

つくる「醍醐地域にコミュニティバス

を走らせる市民の会」が中心となり、

事業者とも協力しながら、住宅地と駅・

病院・商業施設とを結ぶコミュニティ

バス運行に向けた運動が進められてき

ました。ルートの選定なども市民主体

で行われてきました。平成16年2月中

旬から運行される予定です。地域コミュニティの活性化、環境保全両面

に効果のあるモデル事例として注目されます。

問合せは
こちら
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醍醐地域にコミュニティバスを走らせる市民の会　TEL/FAX：075-575-2616
URL：http://web.kyoto-inet.or.jp/org/ma21f/daigo/daigotop.html
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●主な原因は二酸化炭素

　右のグラフは、日本が排出する温室

効果ガスの温暖化への寄与度（影響の

割合）を示したものです。

　二酸化炭素が全体の9割以上を占め

ています。
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一人あたりの二酸化炭素排出量（1998年）

（単位：トン（炭素換算）/人） （アメリカオークリッジ国立研究所のデータより作成）

●多量の二酸化炭素を排出する先進国

　国別・一人別の二酸化炭素排出量を

見ると、先進国が多くの二酸化炭素を

排出していることがわかります。

　先進国が率先して温暖化対策を進め

ていくことが必要です。

先
進
国

途
上
国

59％41％

アメリカ　24％

日本　5％

EU　13％

カナダ　2％
他のOECD諸国　2％

旧ソ連・東欧
13％

中国　15％

インド　5％

他の途上国　21％

世界のCO2排出量
240億t
（1998年）

（アメリカオークリッジ国立研究所のデータより作成）

国別の二酸化炭素排出量の内訳

日本が排出する温室効果ガスの
温暖化への寄与度

フロン類 2.3%

一酸化二窒素  2.7%
メタン 1.6%

（2001年実績・環境省資料より作成）

二酸化炭素　93.4％
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